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（※使用環境によって異なる）

機　能 説　明

チャンネル設定 13ch の設定切り替えが可能

RIPv1 、2 RIPv1 、2 プロトコルを用いてIP 経路情報の自動制御を行う機能

フィルタリング 一部のネットワークアプリケーションをRGW5000経由で使用できないようにする機能

NAT
TCP/IP を前提にした LAN の場合 LAN 内部で割り当てられる IPアドレス（プライベートアドレス）

をインターネット接続のため、グローバルアドレスへ変換する機能

WEP 無線LAN 通信でパケットを暗号化してやりとりするデータ暗号化機能。40bit/108bit

DHCP Server RGW5000 に接続する端末に対して自動的にIP 設定を行う機能

SNMP RGW5000 の集中管理を可能にする機能。SNMPv1/v2（標準MIB）、trap通知

インフラストラクチャ・モード 親機・子機の関係を構築

MAC アドレスフィルタ 無線通信を行う機器をMAC アドレスで指定し制限する機能

SYSLOG RGW5000 のシステム情報を他ホストに転送する機能

SSH RGW5000 に対するアクセスを秘匿化する機能。SSHv1/v2

通信モード

通信距離
（16dBiアンテナ対向使用時）
：AT373

通信距離
（6dBiアンテナ対向使用時）
：PA-03-01、CA-00、
　KA-00

実効速度

IEEE802.11b 11Mbps

6Mbps

12Mbps

24Mbps

36Mbps

54Mbps

2.0km

3.0km

2.5km

1.7km

1.2km

0.5km

14km

22km

18km

12km

8.8km

3.0km

4～5Mbps

4～5Mbps

7～8Mbps

13～14Mbps

16～17Mbps

19～20Mbps

IEEE802.11g


